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《業 種 別 総 括 》 

                           29年 11月 

〔漁 業〕 

・ 11月の総水揚げは､漁獲量､漁獲金額ともに前年を下回った｡漁獲量では､定置網､イカ､カレイ､

タラ･スケソ漁が大幅に減少し､底曳き網漁が大幅に増加した｡漁獲金額では､定置網､イカ､カレ

イ漁が大幅に減少し､シシャモ漁が増加した｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 道がまとめた2016年の新規就農者が日高管内で前年比10人増の31人となった｡このうち農業以

外からの｢新規参入｣は6人増の20人となり､道内14管内で最も多く道内一となった｡ 

・ ホッカイドウ競馬は本年度全日程を終了し閉幕した｡開催80日間の発売総額は前年比21.1％増

の246億4,121万円となり､2年連続で200億円を突破し単独開催の平成22年度以降の最高額とな

った｡単年度収支も5年連続で黒字になる見通しとなった｡ 

〔建設業〕 

･ 町発注工事(新ひだか～広尾地区）の月中発注額は3,800万円で前年を7,200万円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負

金額)は13億7,500万円で前年を1億7,500万円上回った｡ 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､6件で前年実績を2件上回った。 

〔卸・小売業・飲食業〕 

・ 町特産の日高昆布を花束のように整えて包装した｢浦河喜
よろ

コンブーケ｣を町内の海藻販売店や生 

花店が共同製作した｡昔から縁起物と親しまれてきたコンブをイベントの贈答用に使い､日高昆 

布の知名度向上を狙っている｡ 

・ 道内の人気グルメが集った｢場産地北海道ウマいものフェス｣が東京大井競馬場内で開かれ､み

ついし農協が｢みついし牛ミニロース丼｣を販売し､約1,300食を完売した｡ 

〔観光・その他〕 

･ 江戸幕府が1799年(寛政11年)につくった様似山道(様似町)と猿留山道(えりも町)が国の史跡に 

指定されることになった｡国の文化審議会が文部科学相に答申した｡様似山道は7.12㌔のうち､ 

当時に近い状態で残る4.51㌔､猿留山道は約10㌔を復元し､うち6.32㌔が史跡となる｡ 

･ えりも町の緑化事業を題材に浦河､様似､えりも､広尾の4町を舞台に映画製作を目指す浦河出身

の田中光敏映画監督が浦河町を訪れ､脚本の第1稿の完成を4町の担当者に報告した｡脚本製作は

4町が資金を出し合って協力｡仮タイトルは｢北の流氷｣｡ 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は前年に比べ､浦河地区は前年を下回り､全道は前年を上回

った｡ 

〔総 括〕 

・ 漁業は､漁獲量、漁獲額ともに前年を下回った。漁獲量では､底曳き網漁で前年比増加したが、

定置網､イカ､タラ･スケソ漁等が減少した｡漁獲金額は､定置網､イカ､カレイ漁で減少している｡

建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は前年を1億7,500万円上回り､町

発注工事は前年を7,200万円下回っている。秋サケは2年連続の記録的な不漁となり､水揚げは

大幅に減少､魚価は高騰したが､かつてない厳しい状況となり関係企業に影響が出ている。建設

業は国･道､町発注工事は前月比で減少している。管内小売業は基幹産業の漁業不振も影響し､

個人消費に活性化は伺えず､地区内景況は総体的に横ばいとなっている｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ツブ､等｡〔沖合い漁業〕定置網、底曳き、タラ･スケソ漁等｡ 

      総漁獲量 3,381㌧・金額17億5,200万円（前年同月比1,044㌧減・8億4,800万円減) 

     

 

   

 

 

  

   

 

 

   

   

   

カレイ漁…………… 89ｔ ･   69百万円 ( 同    94ｔ減  ・  51百万円減 ) 

タコ漁……………… 112ｔ ･   65百万円 ( 同      66ｔ減  ・  12百万円減 ) 

ツブ漁……………… 78ｔ ･   82百万円 ( 同       7ｔ減  ・   8百万円増 ) 

底曳き網漁………… 1,430ｔ ･  311百万円 (  同     276ｔ増 ・  14百万円減 ) 

定置網漁…………… 295ｔ ･ 296百万円 ( 同    769ｔ減  ・ 481百万円減 ) 

イカ漁………………  121ｔ ･   66百万円 ( 同    198ｔ減  ・ 277百万円減 ) 

サンマ漁…………… 

毛ガニ漁……………  

シシャモ漁…………  

タラ・スケソ漁…… 

278ｔ ･  41百万円 

15ｔ  ･   67百万円 

71ｔ ･ 114百万円 

469ｔ  ･  197百万円 

(  同      28ｔ増 ・ 18百万円増 ) 

( 同   増減なし ・   5百万円減 ) 

( 同      12ｔ増 ・ 36百万円増 ) 

( 同      90ｔ減 ・  4百万円減 ) 

昆布漁……………… 

その他……………… 

252ｔ ･  374百万円  

171ｔ  ･   70百万円 

(  同     29ｔ減 ・  12百万円減 ) 

( 同    107ｔ減 ・   54百万円減 ) 

 

・ 11月の総水揚は､漁獲量は前年を1,044㌧下回り､漁獲金額は前年を8億4,800万円下回った｡ 

漁獲量は､底曳き網､シシャモ漁が増加､他魚種は減少した｡漁獲金額は､シシャモ、サンマ、ツ

ブ漁が増加､他魚種は減少した｡特に､定置網(秋サケ)､イカ､カレイ､タコ､タラ･スケソ漁は漁

獲量、漁獲額ともに大幅に減少している｡日高沿岸の秋サケ定置網漁の最終実績は､2年連続の

記録的不漁となり5年平均の約4割となった｡全体の漁獲量は前年の59.5％に当たる3,190㌧､

金額は同87.4％の33億6,028万円となった｡漁獲量で前年を上回ったのは､日高町門別地区だけ

で､金額で前年を上回ったのはえりも岬以東と門別地区だけだった｡今年の秋サケ漁は､記録的

な不漁となった昨年をさらに上回る極端な不漁で､全道的に魚価は1㌔当たり1千円以上と高騰｡

日高沿岸の1㌔当たりの単価は、昨年の717円に比べ5割高､過去5年平均の515円の2倍の1,053

円となった｡日高全体の秋サケの水揚げ数量を5年平均(7,692㌧)と比べると約4割､金額は5年

平均(39億7,281万円)の84.6％の水準で､価格高騰のため､えりも町と新ひだか町を除く地区で

5年平均の金額を上回っている。 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 日高軽種馬農協が年4回主催する馬の競り市の売却額がいずれも過去最高を更新し､初めて総額

100億円の大台を超えた｡要因としては､首都圏での景気が良く株価も上がり､競馬に余剰資金を

回す層が増え､IT企業や建設業など多くの個人事業主の購買が高まったとしている｡一方､今後

の課題としては､労働力の確保｡牧場関係者の高齢化が進み､外部から人を入れないと生産頭数

を維持できない｡日高には馬の乗り手だけで外国人がおおよそ200人が入っているが､飼養管理

などもっと多くの働き手が必要となっている｡同農協は､競走馬の生産､育成の現場を紹介し､

若者の就業を促進する応援サイト｢ボクジョブ｣で情報を発信し､未経験者も積極的に受け入れ

ている｡いかに日高に目を向けて､入りやすい体制を築くかが重要となっている｡ 

〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は､三石地区で出荷頭数108頭(前年116頭)金額9,071万円(同1億1,297万円)｡価

格は､子牛が73万円(前年79万円)､肥育牛は105万円(同123万円)｡えりも地区は10ヶ月素

牛が出荷頭数48頭(前年44頭)金額は3,676万円(同3,493万円)。価格は牡が83万円(同85

万円)､ 牝は69万円(同72万円)｡ 

〔花き栽培〕  

・ 11月の花き出荷実績は､707千本､金額9,106万円(前年619千本､8,260万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

･ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は､件数9件､金額3,800万円(前年16件､1億1,000万円)｡

工事発注状況をみると､前年同月比件数で7件下回り､金額は7,200万円下回った｡ 

・日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額は､13億7,500万円(北海道建設業信用保証㈱の保 

 証請負金額)｡前年同月比1億7,500万円増加した｡ 

 

〔土木・建設業〕 

・日高東部道路維持事業協同組合は､様似中央公民館で2017年度除雪業務安全大会を開いた｡ 

安全確認を徹底し､無事故による道路除雪業務の遂行を誓った。鵜木組､富岡建設､ホロトラ建 

設興業､広信建設興業の4社で構成する同協組は､新ひだか町三石地区､浦河町､様似町､えりも 

町で道道維持･除排雪などを担当している｡ 

・浦河建設協会は､浦河町が発注した建築､土木の3現場をパトロールし､工事追い込み期を迎 

える中､安全作業の継続や通勤災害への注意を呼び掛けた｡ 

・健災防浦河分会は､2017年度7回目の現場パトロールを実施した｡日高､新冠､新ひだか町内  

 で施行が進む日高振興局発注の4現場を巡回｡工事追い込み期の事故防止に向けて危険の芽 

を摘み取った｡ 

 

〔建築確認申請〕 

・月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 6件､前年を 2件上回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が936㌧(前年868㌧)で前年比7.8％の増加｡ 

出荷金額は1,664万円(同1,536万円)で前年比8.3％増加｡ 

 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材等は前年並みで推移している｡秋サケ用の漁函は不漁から受注は減少｡ 

 

 

 

 

〔卸売業〕 

・野菜類は､本州産主体になっており、価格は高値で推移している｡道内産は安定した生産状況 

から価格は安定している。特に玉ネギ、ニンジン、ジャガイモは昨年の大雨・台風の影響で 

価格高騰もあり、前年の半値と安くなっている。果物類は、前年並みに安定した価格で推移 

している。 

 

〔小売業・飲食業〕 

・市場に流通しにくい埋もれた水産食材を活用した加工品で日高の水産物をＰＲする｢第6回浜

のかあさん食べもの市｣が浦河町の日高合同庁舎ロビーで開かれた｡｢オニカジカの昆布巻｣､｢す

じめ昆布の佃煮｣､｢昆布シフォンケーキ｣などを販売した｡日高地区漁協女性部連絡協議会と日

高振興局水産課が主催で3年ぶりに開催した｡ 

 ・北海道全調理師会第2ブロック主催の｢うまいもの広場｣が浦河町基幹集落センター堺町会館で

開かれ､シカ肉を使った料理の試食やエゾシカと食の衛生に関する研修で知識を深めた｡千歳

と室蘭､苫小牧､新ひだか､浦河の5支部で構成する第2ブロックの料理研修会を兼ねた食のイベ

ントで､各支部長ら会員以外に一般住民や関係者ら約20人が参加した｡ 

 

〔観光・その他〕 

・浦河町荻伏町のＡコープ荻伏店で､秋サケの山漬けや新巻き､地場産海産物､農協特売品を特価 

販売する｢特産品祭り｣が開かれ､大勢の住民がお目当ての農海産物を買い求めにぎわった｡日高

中央漁協､ひだか東農協のＡコープ荻伏店がタイアップし毎年開催している｡｢山漬け･新巻き祭｣

として目玉の1匹2千円のサケ山漬けなどは人気で数量限定もあってすぐに完売した｡ 

・道産ブランド米｢ゆめぴりか｣の新米の出来栄えを競う｢第3回ゆめぴりかコンテスト｣の日胆地

区大会が苫小牧市で開かれ､しずない農協が金賞を受賞した｡地区大会には日高､胆振管内の全

10農協が参加｡食味や香り､粘りなど計6項目を審査し､しずない農協の評価が最も高かった｡ 

・国の文化審議会は､様似町の様似山道とえりも町の猿留山道を史跡に指定するよう文部科学大

臣に答申した｡両山道は寛政11年(1799年)の同時期､徳川幕府が開削した蝦夷地初の道の一つ｡

当時の幕府の東蝦夷地経営のあり方や､北海道の交通制度のあり方を知るうえで重要と評価し

た｡日高管内の史跡指定は平成9年12月指定のシベチャリ川流域チャシ跡郡及びアッペツチャシ  

跡(新ひだか町､日高町)以来となる｡ 

  



５ 

 

〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新 冠 町 ～ え り も 町)の倒産は､0件(前年同月2件)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月3件)｡ 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は27件(前年同月21件)､負債総額は46億3千万円(同17億4千万円)､倒産件

数は前月比7件、前年比6件の増加となった｡              （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は677件(前年同月693件)､負債総額は1,456億6千万円(同5,994億8千万円)｡ 

倒産件数は前月比56件､前年比で16件それぞれ減少した｡ 

〔雇 用〕 

・ 11月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.60倍で前年比0.07ポイント減少､前月比0.12ポイン

ト減少した｡有効求人数は1,040人で前年比10人､前月比27人それぞれ減少した｡有効求職者

数は649人で前年比19人､前月比28人それぞれ増加となった｡全道の月間有効求人倍率は1.18

倍で前年比0.08ポイント､前月比0.02ポイントそれぞれ増加した｡ 

 
 
 
 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

  
  11／ 4 第53回 京王杯2歳ステークス                  （ＧⅡ） 
       タワーオブロンドン 号  (日高町 ダーレー･ジャパン･ファーム㈲ 殿生産） 
  
  11／ 5 第8回 みやこステークス                     （ＧⅢ） 
       テイエムジンソク  号      （日高町 日高テイエム牧場㈱ 殿生産） 
  
    11／11 第22回 東京中日スポーツ杯武蔵野ステークス           （ＧⅢ） 
       インカンテーション 号          （浦河町 谷川牧場 殿生産） 
 
  11／11 第19回 京都ジャンプステークス               （Ｊ･ＧⅢ） 
       マイネルフィエスタ 号        （新冠町 タニグチ牧場 殿生産） 
    
  11／12 第42回 エリザベス女王杯                    （ＧⅠ） 
       モズカッチャン 号            （日高町 目黒牧場 殿生産） 
 
  11／12 第53回 農林水産省賞典 福島記念                 （ＧⅢ） 
       ウインブライト 号         （新冠町 コスモヴューファーム 殿生産） 
 
  11／26 第62回 京 阪 杯                       （ＧⅢ） 
       ネ  ロ 号             （新ひだか町 本桐牧場 殿生産） 
 
平成29年度日高沿岸秋サケ定置漁業の地区別漁獲速報（累計）（11月23日現在） 

 
今年の秋サケ漁は、記録的な不漁となった
昨年をさらに上回る極端な不漁で、全道的
に魚価は1㌔当たり1千円以上と高騰。日高
沿岸の1㌔当たりの単価は、不漁で高値が
続いた昨年の717円に比べ5割高、過去5年
平均の515円の2倍の1,053円となった。価
格高騰のため、えりも町と新ひだか町を除
く地区で5年平均の金額を上回っている。 

 （注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

地  区 
漁獲量 前年 前年比 漁獲金額 前年 前年比 

（㎏） （㎏） （％） （千円） （千円） （％） 

えりも・庶野 663,773  899,638 73.8 703,386  650,161 108.2 

冬島・様似 764,716  1,251,661 61.1 813,477  925,878 87.9 

浦河・荻伏 645,182  1,152,463 56.0 707,482  851,051 83.1 

三石・静内 619,383  1,430,477 43.3 629,314  984,607 63.9 

新冠・門別 497,853  632,664 78.7 506,625  433,690 116.8 

合  計 3,190,907 5,366,903 59.5 3,360,284 3,845,387 87.4 

倒産・雇用状況 

その他 
 



 

６ 

 

 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成29年11月現在)                 (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,159 -114 -47 2,563 -23 -44 

日 高 町 12,214 -192 -17 6,266 -52 -16 

新 冠 町 5,581 -115 -5 2,726 -14 2 

新 ひ だ か 町 23,036 -408 -31 11,743 -117 -15 

浦 河 町 12,628 -193 -19 6,769 -4 -6 

様 似 町 4,427 -114 0 2,224 -18 -2 

え り も 町 4,853 -77 13 2,152 -8 6 

日高地区合計 67,898 -1,213 -106 34,443 -236 -75 

広 尾 町 7,045 -144 -11 3,418 -37 -5 

大 樹 町 5,657 -77 -2 2,700 20 3 

日高･十勝地区合計 80,600 -1,434 -119 40,561 -253 -77 

札 幌 市 1,963,570 4,587 271 944,184 10,611 432 

江 別 市 119,073 -208 0 56,587 472 50 

石 狩 市 58,505 -448 -48 27,403 38 -13 

北 広 島 市 58,812 -359 -54 27,273 166 -5 

恵 庭 市 69,514 293 -30 32,811 504 -3 

千 歳 市 96,799 399 -2 48,623 710 -17 

石狩地区合計 2,366,273 4,264 137 1,136,881 12,501 444 

苫 小 牧 市 172,389 -761 -128 87,747 411 -76 

厚 真 町 4,660 -12 5 2,156 16 3 

む か わ 町 8,376 -224 -57 4,285 -48 -48 

胆振地区合計 185,425 -997 -180 94,188 379 -121 

営業区域合計 2,632,298 1,833 -162 1,271,630 12,627 246 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(平成29年11月) 

 （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月 前  月 

月 間 有 効 求 人 数 1,040 90,920 -10 3,338 1,067 93,104 

月間有効求職者数 649 77,202 19 -2,451 621 80,338 

月間有効求人倍率 1.60 1.18 -0.07 0.08 1.72 1.16 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

３ 建築確認申請(平成29年11月) 

 （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 6 2 -7 

(新ひだか町～広尾町) 29/4～29/11 累計 73 -14  

(資料出所:各市町村) 

  



 

７ 

 

 

 

４ 企業倒産状況(平成29年11月)  
                                      （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 2 -2 -29 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 -2 -24 
北 海 道 27 463 6 289   
全   国 677 14,566 -16 -45,382   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成29年11月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

134,043 2.38 -0.48 50,659 -0.75 0.10 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 29年11月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 260 -2.99 -22.62 

交換金額 315 -1.87 -4.26 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

11月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 5.5 67.5 104.9 -0.4 83.6 85.9 

広   尾 5.3 117.0 135.9 0.4 85.7 91.6 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成29年11月) 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 97,130 -1.2 44,929 -3.6 142,059 -2.0 

新ひだか町三石 17,221 1.6 10,537 -5.0 27,758 -1.0 

浦 河 町 59,822 -1.2 27,575 -3.0 87,397 -1.8 

様 似 町 23,406 1.1 12,242 -0.8 35,648 0.5 

え り も 町 24,326 -5.9 11,126 -9.0 35,452 -6.9 

広 尾 町 31,685 -4.4 14,838 -6.2 46,523 -5.0 

＊ 広尾町は29年10月分                              (資料出所：各町) 

 



 

８ 

 

 

 

   日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、 

商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、林業分野の取組について紹介します。 

■「ツリー点灯式」の実施について 

日高振興局では、地域の子供たちが「木とふれあう」ことで、「木」や「森」に興味を抱くきっかけとなるよう、

１２月８日（金）に浦河ショッピングセンターＭｉｏ内の広場で、クリスマスツリーの点灯式を行いました。 

当日は、えりも町内で間伐されたトドマツのクリスマスツリーに、浦河町内の幼稚園・保育園児たちが飾り付けを

行い、その後、園児達のダンスや演奏の発表がありました。 

 

 

 

 

 

■管内各地での木育
もくいく

活動について 

 日高振興局では、「木とふれあい、木に学び、木と生きる」取組である『木育』を、地域の皆様とともに推進してい

ます。豊似湖やアポイ樹木園など道有林での観察会や出前授業、地域材を使った木工体験等、森林や木で学び楽しめる

様々な活動を行っていますので、今年の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『木育』についての御相談、お問い合わせは、森林室主査(木育推進・℡0146-22-2452)まで。 

日高振興局からのお知らせ 

様似・冬島両漁協支所女性部「お魚殖やす」 「山の日」制定記念・森林室庁舎を活用した 

地元のボランティア団体と連係し町民親子と 地元ＮＰ０やボランティア団体、各町連携した 判官館森林公園「げんきの森」での小学生森 

 

豊似湖一周森近感ウオーキング2017 

 
               (えりも町) 

 

アポイ樹木園植樹活動     (様似町) 夏休み木工教室        (浦河町) 

しいたけの植菌体験      (新冠町） 林教室            (新冠町) 植樹活動      (新冠町・えりも町) 

ツリーに飾り付けをする園児たち 園児達のダンスや演奏発表 サンタさんからのプレゼント 



 

９ 

 

 

※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成30年3月30日(金）まで 
◎ 寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 
◎ 手 数 料  ： 無  料 
◎ 受 取 書  ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 
   
 

※ ひだかしんきん「住宅ローン」キャンペーン中！  
●取扱期間 平成29年4月3日（月）～平成30年3月30日（金） 

住宅ローン受付金利のご案内（基準金利は平成29年4月3日現在） 
固定金利特約期間 基準金利 優遇金利 当金庫とお取引のある建設業者

のご利用または不動産業者から
のご紹介の場合、左記の優遇金
利より▲年0.10％ 

特約期間 3 年 年3.10％ 年0.70％ 
特約期間 5 年 年3.60％ 年0.90％ 

特約期間 10 年 年4.40％ 年1.20％ 

※ 上記お取引金利には、団体信用生命保険（一般・3大疾病保障付）の保険料が含まれています。 
※ 固定金利特約期間終了後も基準金利より年▲1.50％、ただし変動金利を選択された場合は適用されません。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきん「無担保住宅ローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成29年4月3日（月）～平成30年3月30日（金） 

無担保住宅ローン受付金利のご案内（基準金利は平成29年4月3日現在） 
商品名 基準金利(変動金利) 引下げ金利 優遇金利（保証料込） 
無担保住宅ローン（団体信用生命保険付） 3.68％ ▲1.55％ 2.13％ 
無担保住宅ローン（団体信用生命保険無） 3.28％ ▲1.55％ 1.73％ 

※ 保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料は上記のお取引金利に含まれています。 
※ 団体信用生命保険付のお取引金利には、保険料が含まれています。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきん「リフォームローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成29年4月3日（月）～平成30年3月30日（金） 

変動金利型  基準金利3. 80％（基準金利は平成29年4月3日現在）→優遇金利2.00％ 

優遇条件に該当で基準金利より年1.80％優遇 
※ 別途、保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料が必要となります。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきんフリーローン『アクア』新登場！ 

●取扱開始 平成２９年２月１日（水） 
お使いみち 自由（但し、事業性資金を除く） 

ご融資金額 １０万円以上８００万円以内 ※専業主婦の方は５０万円以内 

ご融資期間 ６ヵ月以上１０年以内（１ヵ月単位） 

ご融資利率 年3.5％、年5.5％、年7.5％、年9.5％、年11.5％、年13.5％のいずれか 

連帯保証人 原則不要です ※オリックス・クレジットの保証が受けられる方 

※ 詳しくは、窓口または担当の営業係りにおたずねください。 
※ 審査の結果、ご希望に添えないこともございます。予めご了承ください。 
※ パソコン・スマートフォンからも２４時間受け付けております。 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日9：00～19：00  

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2 

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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